（計画様式１-1）

＜課題番号＞　
全体計画書

「　（研究開発課題名）　」

復興促進プログラム（マッチング促進）
研究成果最適展開支援プログラム　ハイリスク挑戦タイプ（復興促進型）
　平成○年度採択課題

	  企業責任者 
	所属
	

	
	役職
	
	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	研究責任者
	所属
	

	
	役職
	
	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印



平成○年○月○日



Ⅰ．研究開発課題名　「　　　　　　　　　　　　　　　　　」

Ⅱ．製品等および技術的課題
　１．最終的に目指す製品（またはサービス・生産プロセス等）
・本研究開発にて実用化を目指す製品･サービス・生産プロセス等について、具体的なイメージが分かるように、必要に応じて図表･写真等を添付して詳細に記載してください。
２．目標の製品（またはサービス・生産プロセス等）に対する技術的課題
・実用化にあたりどのような技術的課題を抱えているか、その概要と、課題解決の必要性・緊急性等について記載してください。
３．波及効果（経済的価値・社会的価値）
・目指す製品･サービス・生産プロセス等によりもたらされる経済的価値、社会的価値など想定される波及効果を具体的に記載してください。また、東日本大震災からの復興への貢献可能性についても記載してください。
４．事業化のリスク

・事業化に向けて想定されるリスクとその対応について記載してください。
Ⅲ．技術的課題の解決に資するシーズ
１．シーズの内容・必要性
・シーズに関してその内容と特徴を、必要に応じて図表を用いて記載してください。
　　シーズに関連する特許（注）シーズに関連する特許があれば記載してください。
	特許番号（出願番号）
	発明の名称
	発明者
	出願人

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


２．シーズの研究成果および今後必要な開発
・技術的課題の解決に向けて、既に検討や研究開発を開始している場合は、どのような条件でどのような結果が得られているのかなど、図表等の実験データとともに定量的･具体的に記載してください。

・また、技術的課題を解決するために今後どのような研究開発が必要になるかを記載してください。

特に技術水準のレベルアップが必要となる場合は、その達成見込みについて説明してください。

３．他の類似技術の研究開発動向

・技術的課題の解決可能性のある他の技術があれば、本提案シーズと優位性について比較してください。

Ⅳ．研究開発計画

１．全体の開発目標
　・最終目標である製品･サービス・生産プロセス等に対し、本研究開発期間中で達成すべき目標を記載してください。
２．開発項目と実施計画
・「Ⅲ１．全体の開発目標」の実現のために実施する研究開発内容について、記載してください。必要に応じ、図表を使用してください。

（１）実施項目１「○○○○○○○○」

①開発目標

・最終目標と本実施項目の関連性（新規設定の場合のみ）、目標の内容について数値等を用いて

具体的に記載してください。

②実施計画

・計画の内容・方法を具体的に記載してください。

・目標達成に向けて想定される問題点と解決策についても記載してください。

③担当機関

○○株式会社

（２）実施項目２「○○○○○○○○」

①開発目標

②実施計画

③担当機関
　　　・実施項目が多い場合は、項目を増やしてください。

３．スケジュール（研究開発期間中）

　・研究開発項目ごとのスケジュールを記載してください。
Ⅴ.実施体制
１．分担

・機関毎の主な役割分担を記載してください。必要に応じて体制図等を図示してください。
　　
２．参加者リスト

	氏名
	所属・役職

連絡先（TEL、E-mail）
	担当する開発項目
	エフォート

	○○○○
	○○株式会社　

開発部部長

TEL:○○○-○○○○-○○○○

E-mail:○○○＠○○○
	企業責任者


	○○％

	○○○○


	開発部研究員

TEL:○○○-○○○○-○○○○

E-mail:○○○＠○○○
	○○の設計、○○開発
	○○％

	△△△△
	△△大学大学院工学研究科　

教授

TEL:○○○-○○○○-○○○○

E-mail:○○○＠○○○
	研究責任者
	□□％

	△△△△
	助教

TEL:○○○-○○○○-○○○○

E-mail:○○○＠○○○
	○○○○○○○○○○○○○○○
	△％



Ⅵ．研究開発実施期間

　平成●年●月～平成■■年■月

Ⅶ．その他

１．再委託先、および委託業務内容

	再委託元
	再委託先
	再委託の内容

	
	
	

	
	
	


２．外注先、および外注内容

	外注元
	外注先
	外注の内容

	
	
	

	
	
	


Ⅷ．研究開発費
・計画様式1-2全体計画書にご記入ください。
採択通知に記載された課題番号





(計画様式１)全体計画書は、研究開発推進の基本となるものです。わかりやすい標記で、誰もが統一した解釈ができるよう記載下さい。





契約予定日とする





提出の際には、本注意書きを含め、注意書・記載例（青字、吹き出し）は削除して下さい。


（計画様式２，３も同様にお願い致します）





申請書をベースに、適宜コピーペーストして作成いただいてかまいませんが、本全体計画書の形式を崩さないようにお願い致します。








・申請書にあげていた研究開発項目を網羅して本全体計画書を作成して下さい。


・採択通知に記載の採択の条件も踏まえて作成して下さい。





エフォートは、総合科学技術会議におけるエフォートの定義「研究者の年間の全仕事時間を100％とした場合、そのうち当該研究の実施に必要となる時間の配分率（％）」に従い記入して下さい。


なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間のみを指すのではなく、教育・医療活動等を含めた実質的な全仕事時間を指します。


また、企業等における研究者等について、期間を定めて本プロジェクトに専従する場合には、エフォート率を100％とし、括弧書きで専従する期間を明記してください。





該当する事業名を残し、該当しない事業名は削除する。


H24年度採択：


復興促進プログラム（マッチング促進）


H25年度採択：


研究成果最適展開支援プログラム


　ハイリスク挑戦タイプ（復興促進型）
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